
「数学教育学会誌」投稿規定 
（2015 年度中に改定予定） 

 
第 1 条 投稿論文の種類 

投稿論文は以下の分類の何れかに該当し、独自の知見を含む未発表のものとする。 

      (1) regular paper: 数学教育における専門的且つ正統的な研究論文であり独自な学術的貢献を含むも

の。 

(2) survey: 数学教育の広範な話題に関し、独自の見識により展開された鳥瞰的な論説。 

(3) essay: 数学教育への学術的あるいは文化的寄与が評価できる独自な試論随想。 

(4) report: 学術的あるいは職業的に独自な価値を有する数学教育の実践報告。 

(5) note: 数学教育にかかわり学術的あるいは文化的な価値を有する短発表。 

第 2 条 論文の投稿 

(1) 投稿資格 

研究論文の投稿は数学教育学会会員、および会員を含んだ共同研究者に限る。筆頭執筆者は本学

会員であること、また、論文は原則として年会･例会･研究会･国際会議などで発表した内容をもと 

にさらに発展させたものとする。 

(2) 論文の投稿及び審査 

投稿論文執筆者は論文とともに英文夕イトルと英文アブストラクト、概要、キーワード、所属機

関名の英文表記と氏名のローマ字表記を添えて投稿すること。その際、審査のため、出力原稿と

その コピー2 部（合計 3 部）が必要である。あわせて、MS-DOS のテキストファイルも送付する

こと。 

受付…到着した原稿に対して受付通知を送付する。 

審査…論文の審査は編集委員会によって委嘱された審査員がこれに当たり、その結果に基づいて、 

編集委員会で採否が決定される。 

採否の通知…採否の結果を投稿者に通知する。原稿、フロッピ一ディスク等は原則として返却し 

ない。 

(3) 原稿の送付先 

郵送：112-0012 東京都文京区大塚 1-4-15 アトラスタワー茗荷谷 105 数学教育学会事務局 

第 3 条 別刷りについて 

論文執筆者のうち、別刷り希望者は、投稿時にその旨を連絡すること。ただし、その費用は執筆者の実

費負担とする。論文の掲載された学会誌は、執筆者には 2 部まで無料で配布する。 

第 4 条 投稿要領 

(1) 一回に掲載される論文は、図版等も含め 21 字×43 行の 2 段組み 6 ベ一ジ以上で、10 ページ程度

（400 字詰め原稿用紙 40 枚）を原則とし、大部のものは数回に分けて掲載することがある。 

(2) 論文の内容に応じて特に必要がある場合は、簡単な朱筆で、ゴチ、イ夕、数字の特殊記号、ギリシ

ャ文字、ドイツ文字（龜甲文字)、大文字、小文字等の指定をすること。 

(3) 図版は別途作成し、原稿にその挿入位置を明確に指定すること。なお、図版等の印刷について、特

に費用を要するものは、執筆者の負担とする。 


